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が， 資源の不足， 環境の破壊， 公害などの諸 問題を招いた
ことは否定できません。
これが根本的解決のためには， 産業構造の転換を図ると
同 時に， 社会科学， 人文科学の観点から人聞の生存という
基本的な問題に真剣に取り組む心要 があることはいうまで
もありません。






































昭和52年2月・ 3月号 学 報 第172号
o国立大学の大学院に置く研究科の名称、及ぴ課
程を定める政令 の一部を改正 する政令 （63) 3 . 31 
省 令
0納入告知書及び納付書の様式の特例に閲する
省令 （大蔵3) 3 . 5 
o学校基本調査規則の一部を改正 する省令 （文
部1 ) 3 ・17
0日本学校安全会法他行規則の一部を改正 する
省令 （同5 ) 3 . 31 
規 則
0俸給の特別調繁額の一部を改正 する規則（人
f士の精神が生れてくるものと存じます。 事院9 -17) 3・3
希くは， 健康に注意きれ， 安定し た21世紀をめざす先駆
的役割を指向し て， 日常の生活に精進されん ことをお願い
して学長告辞 といたします。
0職 員の任免の一部を改正 する規則（同8 12) 3・ 8
昭和52年3月19 日
富山大学長 林 勝次








0予算決算及び会計令 の一部を改正 する政制45) 3・31
0国立大学の附属の学校に関 する政令 の一部を
改正 する政令 （62) 3・31
0行政職 俸給表（一 ） の8等級の官職等への任





- 0 )  
o災害を受けた職 員の福祉焔設の一部を改正 す
る規則（同1 6- 3 )  
0補償及び福祉焔設の実砲の一部を改正 する規






















富山大学大学院工学研究科規則（昭和 42年5月19日制定） の一部を次のように改正 する。
この規則中「およびJを「及びJに， 「もしくはJを「若しくは」に， 「行なう」を「行うjに改める。
別表 工業化学専攻の項中
「｜燃 料 化 学 特 論I 4 I J の次に 「｜有機工 業 化 学 特論I 2 I」を
力日え
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環 境 化 学 特 論 2 
有 機化 学 特 論 2 を
「 ｜ 有機合成化学特論 I 4 I 有 機化 学 特 論 2 Jに，
有機合成化学特論 4 
無機工 業化学特論 2 
「l分 析 化 学 特 論 4 表 面 処 理 特 論 2 
応用物理化学特論 4 応用物理化学特論 4 
物 理 化 学 特 論 2 を 物 理 化 学 特 論
環 境 化 � 特 論 4 
分 析 化 学 特 論 2 I J 
改め， 同表機械工学専攻の項 中





この規則は， 昭和52年 4月 1日から施行する。
昭和5 1年 度以前の 入学生 については， なお従前の例による。
富山大学入学者選抜方法研究委員会規則の一部改正
富山大学 入学者選抜方法研究委員会規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和52年 3 月1 1日
富山大学入学者選抜方法研究委員会規則の一部を改正する規則
富山大学長 林 勝次
富山大学 入学者選 抜方法 研究委員会規則（昭和39年 12月 18 日制定）の一部を次のように改正する。
第 2 条の見出し「（所掌事務） 」を「（目的）Jに改める。
第 3条（見出しを含む。 ） を次のように改める。
（構 成）
第 3条 委員会は． 次の各号に掲げる委員をもって構成する。
(1 ）学 長
(2 ) 各学部長及ぴ教養部長
(3 ) 各学部及ぴ教養部から選出された教授 各 2名
(4) 学生 部長
2 前項第 3 号の委員は， 学部長又は教養部長の推薦に基づき学長が命ずる。
3 第 1項第 3 号の委員の任期 は， 2 年とする。 ただし， 補欠の委員の任期 は， 前任者の残任期 間とする。
第 4条中「当てる」を「充てる」に改める。
第6条第 1項中「おいて必要と認めたときは， 」及び「ことができるJを削り， 同条第 4項を次のように改め
る。
4 専門委員は， 委員会に出席し， その調査研究の成果を報告するものとする。
附 則
この規則は， 昭和52年 3月 11 日から施行する。
富山大学名誉教授称号授与規則の一部改正
富山大学名誉教授称号授与規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和5 2年 3 月 1 2日
富山大学名誉教授称号授与規則の一部を改正する規則
富山大学長 林 勝次
富山大 学名誉教授称号授 与規則（昭和3 3年 4月25日制定 ） の一部を次のように改正する。
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この規則 中「またはJを「又は」に， 「およびjを「 及び」に改める。
第 1 条及び別紙称号記様式中「学校教育法第68条の 2 」を「学校教育法第68条の 3 」に改める。
附 則





富山大学学長選 考基準（昭和28 年 5月28日制定）の一部を次のように改正する。
富山大学長 林 勝次
この基準中「および」を「及ぴjに， 「行なう」を「行う」に， 「またはJを「又は」に， 「すみやかに」を
「速やかに」に， 「おく」を「置く」に， 「行ない」を「行い」に改める。




第6条 委員は， 各学部， 教養部の教授会で選出された教授 各 4名及ぴ 附置研究所の教授会で選出された教授 2
名とする。
附 則
ニの基準は， 昭和52年 3月31 日；から施行する。
富山大学学長選考基準細則の一部改正
富山大学学長選 考基準細則の一部を改正する細則を次のとおり制定する。
昭和52年 3 月31 日
富山大学学長選考基準細則の一部を改正する細則
富山大学学長選 考基準細則（昭和28 年1 0月 2 日 制定）の一部を次のように改正する。
富山大学長 林 勝次
この規則 中「おく」を「置くJに， 「および」を「及ぴ」に， 「行なうJを「行うJに， 「ならびに」を「並
ぴにjに改める。
第 4条第1 項から第 3 項までを次のように改める。




3 管理委員が， 学長候補適任者に選 定されたときはその職を退くものとする。 ただし， 当該委員が学部又は教
養部から選出された者であるときは， その学部又は教養部選出の他の評議員がこれに代るものとする。
第 8 条中「学部長および教養部長Jを「学部長， 教養部長， 附置研究所長及び保健管理センタ一所長」に改め
る。
第9条中「教養部および附属図書館Jを「教養部， 附置研究所及び附 属図書館」に改める。
第1 2条中「学部長および教養部長Jを「学部長， 教養部長， 附置研究所長及ぴ保健管理センタ一所長」に改め
る。
第1 3条中「本部ならぴに各学部および教養部」を「本部， 各学部， 教養部及び附置研究所」に改める。
附 則
この細則は， 昭和52年 3月31 日から施行する。
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c••事項コ
諸 � 議 (1) 富山大学大学院 工 学研究科規則の一部改正について
(2) 富山大学入学者選抜方法研究委員会規則の一部改正
について
昭和51�手度第10固評議会（ 2 月18 日） (3）教官人事について
ζ報告事項コ ( 4) 昭和51 年度卒 業 及び修了者の認定について
(1) 昭和52年度富山大学大学院 薬 学研究科 及び工学研究 (5）昭和52年度富山大学教育 専攻科入学者選抜試験合格
科 （修士 課程）第二次入学試験合格者の判定について 者の判定について
ζ審自民事項〉 (6 ) 入学試験の実抱について
(1) 昭和52年度富山大学 文学専エ矧ヰ， 理学専攻科及ぴ経 (7 ) 人文 学部 及び理学部創設準備について
済学専攻科入学者選 抜試験合格者の判定について (8 ）学長選挙についア
(2) 入学式について 昭和51年度第12固評議会（ 3月31日）
(3）教官人事について c••事項コ
(4) 富山大学教官定員振替減について (1) 昭和52年度富山大学入学者選 抜試験合格者の判定に
ついて
昭和51年度第11回評議会（ 3月1 1日 ） (2）学士入学について
C報告事唄〉 (3 ) 富山大学学長選考基準の一部改正について
(1 ) 昭和51 年度富山大学大学院 薬 学研究科及ぴ工 学研究 ( 4) 富山大学学長選考基準細則の一部改正に ついて
糾（修士 課程）修了者の認定について (5）学長選 考管理委員会等 について
(2）学生の懲戒について (6）教官人事について
人 事 異 動
異区分動 発令年月日 氏 名 発令前の所 属官職 異 動 内 何fr 発 令者
採用 52. 3. 1 内 多 美 樹 文 部 技官（ 薬 学部 ） 富山大学長
52. 3. 31 坂 井 誠 一 教授（教育 学部 ） 評議員併任解除 文 部 大臣
併任 II 坂 井 誠 一 II 教評育学議部長員（（期期 間間52.3.31 ;;-54 .3 .301 II 
II 今 津 藤 一 II 評議員（期 間52.3.31～52.5.31) II 
52. 3 . 1 木 村 三 郎 技術補佐員（経理部 主計課）辞 職 富山大学長
II  内 多 美 樹 事務補佐員（利漢薬研究所 ） II II 
II 半 田’ 三保子 II （附属図書館 ） II II 
辞職 52. 3. 31 j事 弁 悦 子 教頭（教育 学部附属幼稚園） II 文 部 大臣
II 森 田 5l. 教諭（教育 学部附属ノド料交） II 富山大学長
II  島 田 芳 一 II （教育学部附属養護学校） II II 
II 小 室 博 文 部 事務官（経済学部 ） II II 
52. 3. 1 増 山 厚 子 事務補佐員（教養部 ） 52. 2. 28 限り退職 富山大学長
52. 3 . 31 荒 川 規 子 II （施設課） 52. 3. 30 限り退職 II 
II 回 盛 一 枝 臨時用務員（教育 学部 ） II ” 
退職
II 諏 訪 京 子 事務補佐員（ II ” II 
II 渋 谷 志津子 II （ 工 学部 ） II II 





ため ， 次期学部長候補者の選挙が 2月17自に行われた。
の結果． 柳田友道教授が選出された。
柳田教授は昭和15年3月東京帝国大学医学部薬学科を卒
業， 直ちに海軍薬剤科士 官（薬剤少佐）として服役， 同 20
年10月同大学に復帰， 同大学助手， 同 28 年 1月千葉大学教
授（腐敗研究所）， 同37年 7月東京大学教授（応用 微生物








坂井教授は， 昭和 13年3月東京帝国大学 文学部国史 科を
















52 . 2 . 1 0 










52 . 2 .20 
53. 2 .15 
後氷期 の海水準変動と沖積層そ
ジーラ ン ド


















































庚ー（ II ) 
隆三（学生部）
政夫（文理学部）






































































A班 優勝 豊本 勉（工学部）
次勝 榎本 三郎（薬学部）
3｛立 能手 哲治（工学部）
















職 員 消 息
〈住所変更〉
文理学 郵
教 授 本四 51. 
助 手 金森 寛
教育学部
助 教 授 渡遜 英二












講 師 榊原 英男
主 要 日 誌
2月 3 日 学務関係事務打合せ会










25日 昭和52年度入学者選抜方法研究委員会（第 4 回）










国立大学協会第 3 ・第4常置委員会（於 学士
会分館）
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